
1 

第８４回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  平成２３年６月１５日（水）午後１時００分～午後２時０５分 

場 所  第１会議室 

出席者  野口学長、富﨑理事、中島理事、馬場理事、三野文学部長、塚原理学部長、 

今岡生活環境学部長、岩渕人間文化研究科長、内田、小路田、荒木、角田、三木、 

増井、栗岡、棚瀬各評議員 

列席者  今井監事、大原研究協力課長、水谷財務課長、人見施設企画課長、藤熊学務課長、 

     渡邊学生生活課長、竹下入試課長、山崎図書課長、小田原国際課課長補佐 

 

  議事に先立ち、前回の記録を確認。 

 

Ⅰ  審議事項 

 １．学内諸規程の制定について 

 （１）奈良女子大学子育て支援システム規程(案)について 

 （２）奈良女子大学子育て支援 Web システム利用規程(案)について 

    富﨑理事から、資料１－１及び１－２により規程制定の趣旨及び内容について説明があ 

   り、審議の結果、原案のとおり承認し、本日付で施行することとした。 

 

 ２．平成２２事業年度における業務の実績に関する報告書(案)について 

  学長から、平成２２事業年度に係る業務の実績に関する報告書(案)について、資料２及び 

 参考資料により説明があり、審議の結果、最終修正は学長に一任することとして原案の基本 

 的な内容について承認した。 

 

 ３．平成 24年度概算要求について 

   学長から、資料３により各部局から提出のあった要求事項について説明の後、今後の作業 

  手順等について説明があり、審議の結果、要求するプロジェクトの統合・整理及び要求順位 

  は学長に一任することを了承した。 

 

 ４．教育研究組織の見直しについて 

   学長から、全学教職員へ説明を行った教育研究組織見直しの素案について、組織見直しの

内容及び実施までの行程も含め、9 月上旬を目途に各学部また学部を超えて検討を進めるよ

う要請があった。これに関して評議員から、検討の進め方について確認があり、学生の定員

数、大学院及び教員組織の見直し等を含めた事項について種々意見交換がなされた。 
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 ５．その他 

 （１）省エネ対策実施計画について 

    学長から、関西電力株式会社が電力供給不足を回避することを理由に、一律昨年夏比 

   １５％の節電要請を報道発表したことにより、各機関等で大幅な節電対策の検討がなされ 

   ていることから、本学においても節電対策に積極的に取り組むことについて提言があり、 

   このことについて種々意見交換がなされた。審議の結果、各部局で具体的な対策を検討の 

   うえ６月２４日(金)までに部局毎の実施計画を提出願うこととした。 

    また、評議員から、具体的な節電目標を立てるために、各部局もしくは各棟に電力メー 

   タを取り付けるよう要望があり、経費等を勘案しながら検討を行うこととした。 

 （２）学生の震災ボランティア活動について 

    中島理事から、資料４により本学ホームページに掲載されている「東日本大震災に関係 

   したボランティア活動の届け出について」の記載内容の修正について説明があり、審議の 

   結果、修正案のとおり承認し、本日中にホームページを修正することした。 

 

Ⅱ 報告事項 

 １．第８４回役員会の報告について 

   学長から、第８４回役員会（５月２7日開催）の審議概要について報告があった。 

 

 ２．「奈良と中国・韓国とのゆかりのパネル展」開催について 

   中島理事から、資料５により、奈良県が実施する外国人観光客誘致事業に本学が協力し、 

  本学学生及び教職員を対象とした「奈良と中国・韓国とのゆかりのパネル展」が文学部 S棟 

  ラウンジにおいて開催していること、また、記念館の秋の一般公開時においても同様のパネ 

  ル展を開催する予定であることが報告された。 

  

 ３．その他 

 （１）平成２４年度春季記念館一般公開特別展示の公募について 

    記念館館長である富﨑理事から、平成２４年度春季の記念館一般公開特別展示の公募に 

   ついて職員掲示板に掲載していることの説明があり、併せて各部局での周知依頼があった。 

 （２）「室」からの報告 

    広報企画室：広報戦略としてＨＰを有効利用する方策を検討していることが報告され、教 

         職員から良いアイデアを提案願うよう依頼があった。 

    ＦＤ推進室：ＦＤのための授業見学について、全学共通科目の授業を対象として７月に実 

         施する予定であることの報告があり、関係者への協力依頼があった。 

 

 以 上                        


